
いちサポ通信
働きたい・自分に出来る仕事を見つけたい若者に届けたい！

9月の支援プログラム

今年度の実績（8月20日現在）

●登録者・・・・・・74名（うち2019年度新規23名）
●就職決定者・・・・24名（2019年 4月より）
●今月の就職決定者・ 4名（8月 1日～8月20日）9月号

サポカフェ ＨＰ 編集後記
8月のサポカフェは「職場のマナー」を実施。意外と知
らない職場における様々な「マナー」について振り返り
ました。9月21日は「サポカフェワークショップ」。

支援プログラム等の詳しい情報はホーム
ページまたは事務所掲示板をご覧下さい。
右のQRコードからアクセスできます。 ＱＲコード

お盆が過ぎ、暑さが和らぐとともに、秋の涼しさが感じられる日
が待ち遠しい日々が続いています。令和元年度前半最後の月です
が、いちサポでは奥州地域で「ホンキセミナー」を開催予定です。

いちのせき若者サポートステーション（運営：ＮＰＯ法人レスパイトハウス・ハンズ）

〒021-0881　岩手県一関市大町4-29なのはなプラザ4階

厚生労働省
地域若者サポートステーション事業

0191-48-4467

０２日（月）　古本ボラ
０４日（水）　おおふなとルーム
０４日（水）　おうしゅうルーム
０４日（水）　ホンキの就職４DAYS
０５日（木）　YGテスト
０９日（月）　ホンキの就職４DAYS
１１日（水）　ホンキの就職４DAYS
１１日（水）　千廐巡回相談

１２日（木）　フリー吹矢
１７日（火）　就労専門家相談
１８日（水）　ホンキの就職４DAYS
１８日（水）　おおふなとルーム
１９日（木）　１分間スピーチ
２１日（土）　サポカフェWS
２４日（火）　こころの相談
３０日（月）　レディネステスト

就職についてのご相談をお待ちしております！

受 付 時 間 10時～17時

令 和 元 年 9 月 1 日
い ち サ ポ 通 信 第 73 号

報告

報告 報告おうしゅうルーム おおふなとルーム

報告

企業見学会：株式会社立石コンクリート 保護者のつどい

古本ボラ
報告

◆日時：8/5（月）　◆場所：一関市千廐町奥玉字土樋60-1　◆設立：平成4年創業、平成6年 11月会社設立　
◆参加者：2名　◆事業内容：レディーミクストコンクリート・コンクリート製品の製造販売

◆日時：8/3（土）　◆場所：なのはなプラザ　◆参加者：5名　◆講師：高橋岳志さん　
◆テーマ：「今の若者が社会に出るために必要なこととは何か」

千葉工場長さんから皆様へ（求める人材像）

◆日時：8/5（月）　◆場所：一関市民センター　
◆内容：壁面装飾の創作活動　◆参加者：2名　

　5名が参加し、たくさんの意見が出され
た「保護者のつどい」。「今の若者」に視点
を当て、時代の変遷とともに変化する現代
の若者の特徴や、就職や自立が難しいとさ
れる背景など、様々な角度から若者の就職
について考える場となりました。
　講師の高橋岳志さん（一般社団法人かん
な社会事業事務所代表理事）は、若者の就
職について「学校で学ぶことと、社会に出
て求められることが同じとは限らない。バ

ランスの取れた理解力や、多様な人とのかかわり方を身に着け、自己理
解をしたうえで整理しながら進めていければ」と語ります。また、出会っ
た若者からもらった「私は支援されたいのではなくて、私を理解しても
らいたいだけなんです」という言葉を紹介。
　参加したHさんは「子供たちに対して、一人ひとりの理解をするこ
とやそばで見守ることが参考になりました。これからの接し方で取り入
れていきたい」と語り、「ほかの参加者の体験談や状況のお話を聞くこ
とができてとてもよかった。次回も参加したい」と前向きになれた様子。
次回の保護者のつどいは 10月 5日「我が子の現状にイライラしてしま
う自分をどうしたらいいのか」をテーマに開催。参加者を募集中です。

JOB体験（一関図書館）
報告 ◆日時：8/6（火）～8/9（金）　◆場所：一関図書館　◆参加者：1名　

◆内容：図書館の配架業務やカウンター業務の体験
　図書館業務を体験してみたいといういち
サポの利用者さんの声にお応えして、一関
図書館さんの協力によって実現した「いち
サポ JOB体験（一関図書館）」。
　2か月に一回、年に 5回開催しており、
今回はいちサポの希望者 1名が参加。職場
で働くという体験をするのは初めての方で
も、親切・丁寧にわかりやすく教えてくだ
さるので、「何をすればいいのか」「分から
ないときにどんなふうにコミュニケーショ
ンを取ればいいのか」等を実際に体験できます。参加したAさんは「初
めての体験で緊張した。配架業務に集中することができた」と語ります。

　一関市民センターさんの「古本コーナー」の整理
や装飾などをはじめとしたさまざまなボランティア
体験を行っている「古本ボラ」。
　8月の活動では、りんごやかぼちゃなど、様々な
壁面装飾を折り紙で製作。出来上がった作品に顔を
書いたり、色を塗ったりして自分だけの 1枚を作り
ます。参加したAさんは「久しぶりに鶴の折り紙を
折ってとても楽しかった。もくもくと作業をする時
間もよかったです」と語ります。次回の開催は 9月。
壁面装飾の続きを予定中。ありがとうございました。

　8月のおうしゅうルームでは職業適
性テストを実施。自分の職業に対す
る興味や自信、さらに情報や物や人
といった興味の対象といた様々な視
点から自分を分析。
　RIASECという６つの
分類に自分の興味
を当てはめ、マイ
職業を発見。自己を
振り返り、就職活
動に向け動きます。

　レディーミクストコンクリートは、製造
法によるコンクリートの種類で、工場で練
り混ぜをしてから打設現場に運送するコン
クリートです。別名は生コンクリート、生
コンと呼ばれています。
　当社コンクリート製品の製造品目は約
300 種類に至ります。主力製品はフェンス
用基礎ブロック・U字溝ベンチフリューム
を始め、パーキングブロック (駐車止め）、
スマートベース（自動販売機設置用）、L型

擁壁等、多種多様の製品が製造されています。流通先は東北 6県のホー
ムセンターなどへ販売しております。
　コンクリート製品の製造工程は、①型枠組み⇒②打込み⇒③締固め⇒
④仕上げ⇒⑤養生の工程を経ます。4月～5月に動き出すホームセンター
からの注文に応じて、年末から 3月・4月にかけて大量生産されます。
工場敷地内一杯に山積みされる風景は圧巻です。従業員のうち、女性ス
タッフが大活躍している会社です。製造工程（内オペレーター 1名）に
は女性スタッフ 2名、生コン車ドライバー 2名が活躍しております。
【豆知識コーナー】コンクリートの歴史は古くローマ帝国時代に遡りま
す。ローマ人がヴェスビオス火山山麓にあった火山灰、石灰砕石を混合
したものが水中で硬化し、強度を増すことに気づき、橋、水道、伽藍（が
らん）など建築物や構造物、構築物を造っていたことに始まります。

岸本総務課長さんから皆様へ（求める人材像）
　仕事をやってみるまで誰しもが不安を抱きます。何
日間か慣れるまでは不安と忙しさが繰り返され、不安
と忙しさが半分半分になると仕事の楽しみが分かって
きます。「不安をなくすためにどうすればよいか？」こ
れでいいよと言われるまで、聞くことが大切です。そ
のうち、仕事ができるようになってきます。人間は仕
事をしていないときも仕事のことを考えています。次
第に月曜日は仕事モードに切り替えができるようにな
ります。
　仕事はあいさつに尽きます。恥をかくつもりで大き

い声で声を発すること。挨拶ができる人は「おはようございます」「お先に失礼
します」「ありがとうございます」とはっきり発ます。礼儀正しい人は仕事がで
きる人です。あいまいで出来ない人でも挨拶ができるようになれば仕事ができる
ようになります。「求人の問い合わせ」「企業見学会」の時点からすでに、面接が
始まっています。ことば遣い、行動、姿勢が審査されています。

　8月 9日 ( 金）気仙地域の合同就
職面接会が開催されました。ブース
に「どのように就職活動を進めたら
よいか」と相談にきてくれた女性。
勇気をもって話していただきました。
様々な視点からの見方・考え方を話
したところ、前に進んでくれたよう
です。前に進むためには違う視点か
らの情報を得たり、様々な支援先が
あるので、遠慮なく勇気をもって利
用していただきたいです。



いちサポ
就職についての相談をお待ちしております！

2019 年度
Ｑ 「いちサポ」ってなに？
Ａ 15歳から39歳の若者の就職をサポートします。

平日の10時～17時に個別相談と支援プログラムを実施しています。

いちのせき若者サポートステーション（通称いちサポ）
は、厚生労働省委託の支援機関です。働くことに踏み
出したい若者たちとじっくり向き合い、本人やご家族
の方々だけでは解決が難しい「働く出す力」を引き出
し「職場定着するまで」を全面的に支援します。

発行：いちのせき若者サポートステーション
住所：岩手県一関市大町 4-29 なのはなプラザ 4階

就職した先輩たちの声

先輩たちの体験談を
聞いてみよう！

Ｑ　いちサポをどれくらい利用しましたか？

・10か月ぐらい利用しました。
・3か月ぐらいです。セミナーなどで就職後の不安を解決することができました。
・高校を卒業してから社会に出たことがなかったのですが、登録してから3か月で就職が決まりました。
・半年ぐらい、チャレンジワークや職場体験などを利用しました。ありがとうございました。

Ｑ　いちサポのどんなところが利用しやすかったですか？

・職場体験や企業見学会に参加して、どんな仕事かを体験できたので、それが応募につながりました。
・悩み事を親身になってスタッフさんに聞いてもらえたところがよかったです。
・一人で就職活動をするよりも、担当のスタッフの方がバックアップしてくれたのでよかったです。
・チャレンジワークなどを通して人との交流や仕事に就く前の心の準備などができました。

Ｑ　就職活動中の後輩への応援メッセージ

・悩みや不安をため込まず、しっかり相談をして、少しでも気持ちが落ち着くように頑張ってください。
・いちサポには様々なセミナーや企業見学会があるので、興味を持ったら参加するのがいいと思います。
・焦らずに探すことが大切だと思います。自分に合う仕事は必ずあると思うので、積極的に参加してほしいです。
・一人では就職活動が不安だったのですが、相談しながら就職活動ができ、不安な気持ちが少しずつなくなり前向きになれました。

働くって
奥が深いんだなぁ。
先輩たちから
後輩たちへ
たくさんの
応援メッセージを
聞いてみよう！

平成30年 4月から
平成31年 3月までの
就職決定者数は紹介

いちのせき若者サポートステーション

令和元年度　
いちサポ支援内容

Qどんな人が対象なの？

いちサポは
なのはなプラザ
4階にあります！

・仕事を探している方
・15歳から39歳までの方
・通信制や定時制の学生の方

概要

今年度のいちサポの支援内容をお送りいたします。 作業体験活動 性格検査
職業適性検査（仕分け・検品等）

JST セミナー
（職業対人技能トレーニング）

企業見学会 職場体験 面接練習
応募書類作成

就職へ向けての準備プログラム 奥州地域・大船渡地域の相談／学校連携相談

おうしゅうルーム

おおふなとルーム

通信制・定時制高校
生徒の就職支援

日時：毎月第1・第 3水曜日の10時から15時まで
場所：水沢メイプル地下1階　第1会議室

日時：毎月第1・第 3水曜日の10時から15時まで
問合：大船渡市民活動支援センター（0192-47-5702）

通信制高校・定時制高校に通学し就職を希望する生徒に、
就労に関わる相談やセミナー等の支援をします。

コミュニケーション
セミナーの様子

33 名

インフォメーション 0191-48-4467


